　2011.10藤咲整形外科医院だより
　日に日に増えてゆく、駐車場の落ち葉を掃きながら、肌寒いのに汗ばむという、この時期特有の気候に戸惑う毎日です。風邪には気をつけたいものです。
　お一人お一人に、市販薬、処方薬を問わず、自分の飲みなれた薬があることと思います。又、症状によって、薬を選ぶことも、あるでしょう。漢方薬を好まれる方もあろうと思います。各漢方薬会社共通に、麻黄附子細辛湯(まおうぶしさいしんとう)という処方があります。寒気、筋肉痛を伴う症状に効果があります。多くの漢方の名が、湯、で終わるのに対し、神経性の冷えや頻尿に用いられる牛車腎気丸(ごしゃじんきがん)の様に、丸、の付くものもあります。かつては、丸薬ででもあったのでしょうか。
　同じ、丸、でも、まる、と読むと、趣が違ってきます。咸臨丸といえば、日本開国の時代の、有名な船です。鬼神丸といえば、天下の名剣に違いありません。猟師が、猟犬に太郎丸、等の名を付けます。これらの名前には、自分の命にかかわるかもしれない時に、たよりになる相棒、といった、共通の性格があります。伊達正宗の幼名は、梵天丸でした。戦国武将の御子息に、丸、が着くのも、同じ理由かも知れません。
　薬を飲む。目的は、健康のためです。そのためには、安心して飲めるもの、体に副作用をきたさないもの、効能のあるもの、である必要があります。当院では、内服の前に血液検査をし、内服した後に、もう一度血液検査をし、内臓の負担にならない薬であることを証明してから、長期の処方を始めることにしています。これらの薬は、飲む方の、良い伴侶となる、と信じています。
　皆様お体大切に。
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